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ホームレスの方への理解を深めましょう ～ どうしてホームレスになってしまうのか ～

愛知県内のホームレスの方の数は、2025年１月の
調査で108人が確認されました。これは初めて全国
調査が行われた2003年１月の調査の2,121人から
2,013人の減少となっています。現在確認されている
ホームレスの方の多くは名古屋市など大都市圏に偏っ
ている一方、いくつかの市町村でも、少数ですがホー
ムレスの方が確認されています。
どうしてホームレスになってしまうのでしょうか？
その生い立ちには、幼いときに家族を失ったり、病気
やけが等により仕事を失ってしまったなどの背景が
ある場合もあります。そして、困難な状況になったと
き、誰にも相談できないまま、社会から孤立してしまい、結果として住む場所までも失ってしまった場合があります。
一度住む場所を失ってしまうと、再び元の生活を取り戻すのには多くの問題を解決しなくてはなりません。
多くのホームレスの方は、各種の支援施策や生活保護などを活用し、住まいを確保し、ホームレスから抜け出すこ

とができました。しかし、それだけでは、社会から孤立している状況に変わりありません。地域や
社会の中で生活を続けるためには、社会や人とのつながりを作っていくことが必要となります。
ホームレスという問題への理解を深めて、ホームレスの方を生まない社会にしていくためには、
私たち一人一人が考えていくことが大切ではないでしょうか。地域で生活する私たちもお互いに
支え合い、助け合える関係にあることがとても大切です。そのうえで、自分の中にある偏見と向
き合い、誰もが暮らしやすい社会を目指して、私たちに何ができるかを考えていきましょう。

2025年８月28日に、あいち人権センター企画展講演会「ハンセン病を正しく理解するた
めに」を愛知県産業労働センター（ウィンクあいち）（名古屋市中村区）にて開催しました。
愛知県・愛知県藤楓協会制作のDVD「今、伝えたいこと～愛知県出身ハンセン病療養所
入所者の証言記録～」を上映するとともに、小川秀幸氏（三重テレビ放送編成局長）をお招
きし、講演を行っていただきました。
講演では、「かけはし～ハンセン病回復者との出会いから～」と題し、三重を中心に東海
地方出身の元患者を長年取材してこられた経験から、彼ら彼女らの体験、思いや願いととも
に、今を生きる私たちが何をすべきかをお伝えいただきました。
また、当事者であるハンセン病患者だけでなく、そのご家族や当時ハンセン病担当官として患者に病名を告げて
療養所への収容を担当する一方、「里帰り事業」などを実施した行政職員といった、様々な立場の方にハンセン病に
ついて取材された体験談についてもお話しいただきました。
特に、ハンセン病患者のご家族を取材された際の、患者だけでなく周囲の人も差別やいじめに遭った体験談を聞

き、当時のハンセン病への無知による偏見や差別意識について改め
て認識するとともに、元患者の言葉に「人間回復という言葉は回復者
（元患者）のためだけの言葉か？」というものがあり、それは元患者
に向けたものではなく、差別を放置してきた社会や人々ではないか、
というお話がとても印象に残りました。
　差別は、人生そのものに影響を与えることや、今の私たちができる
ことは、関心を持ち続け、交流を行うことだと学んだイベントになり
ました。

■愛知県内のホームレスの方の数の推移

詳細はアイチエイズインフォメーションで御確認をお願いします。
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kansen-taisaku/aids-nettop.html

12月1日は「世界エイズデー」です。

原爆パネルの展示・貸出しを行っています
　1945年８月６日及び９日に広島と長崎に投下された原子爆弾によって、多くの方が犠牲となりました。
　原子爆弾投下から80年が過ぎた今もなお、多くの方が放射線を浴びたことによる後遺症などに苦し
んでいます。
　愛知県では、例年７月から８月にかけて、あいち人権センターほか県内関係機関で、広島、長崎に
投下された原子爆弾の恐ろしさを知っていただくためのパネル展示を行っています。
　また、パネルをはじめとした啓発資材の貸出しを行っておりますので、是非ご活用ください。
【担 当】保健医療局健康対策課原爆・アレルギー対策・健康プラザグループ
【連絡先】052-954-6268　【URL】https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kenkotaisaku/genbaku80.html

世界エイズデーは、世界レベルでのエイズのまん延防止と患者・感
染者に対する差別・偏見の解消を目的に、WHO（世界保健機関）が
1988年に制定したもので、毎年12月1日を中心に、世界各国でエイズ
に関する啓発活動が行われています。
愛知県では世界エイズデーを含む一週間を「エイズ予防強化週間」

と位置づけ、11月29日（土）には、イオンモール常滑でエイズ予防強化
週間ポスター入賞作品の展示などエイズキャンペーンを実施します。

　HIV（エイズの原因となるウイルス）に感染しても、適切な治療を受けることで、社会生活を続けていくことができます。

高校生の部受賞
渡邊 菜々穂さんの作品

2024年度エイズポスターコンクール

中学生の部受賞
宇佐美 マナさんの作品

▲講師の小川秀幸氏

▲講演会の様子

一人一人の心に「レッドリボン」を
“レッドリボン”は、古くからヨーロッパに伝承される風習のひとつで、もともと病気や事故で人生を全う

出来なかった人々への追悼の気持ちを表すものでした。現在はUNAIDS（国連合同エイズ計画）のシンボル
マークにも採用されている、エイズに対する理解と支援の象徴です。
レッドリボンは、あなたがエイズに関して偏見をもっていない、エイズと共に生きる人々を差別しないとい

うメッセージです。

正しい知識よくある誤解・思い込み

・握手や会話で感染する。
・お風呂やプールに一緒に入ると感染する。
・せきやくしゃみで感染する。
・便座や食器、タオルなど日用品の共用で感染する。
・血を吸った蚊やダニなどに刺されることで感染する。

・HIVの感染経路は性的接触、血液感染、母子感染の3つに限
られ、日常生活の接触では感染しません。
・治療薬の開発により、HIVに感染しても、早期発見と早期治
療によって、エイズの発症を抑えることができます。
・近年は、性的接触での感染が増えています。特定のパート
ナーであっても、感染のリスクがないとは限りません。HIVは
だれにとっても身近な問題です。

11月は、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間です。
愛知県の児童相談所（名古屋市を除く）における2024年度の児童虐待相談対応件数は、7,289件（前年度比
103.1％）となり、前年度に引き続き増加し、過去最多件数を更新しました。
本県に限らず、全国的にみても児童虐待相談対応件数は年々増加傾向となっており、児童虐待問題が、各家庭の問題

として捉えられるのではなく社会的な問題として認識されていくことが重要です。そうした中で、こども家庭庁は11月
に、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施し、家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、
児童虐待問題に対するより深い関心と理解を得ることができるよう、児童虐待防止のための広報・啓発活
動に集中的に取り組むこととしています。
本県においても、その期間に、県内各所において児童虐待防止に関連した広報・啓発活動を実施します。 子ども虐待防止

オレンジリボン運動

親子のための相談LINE【受付日時：毎日10時から20時まで】
子ども（18歳未満）とその保護者の方などが、子育ての不安や親子関係
の悩みなどをLINEから相談できます。お気軽にご相談ください。


